
大
友
持
直
に
つ
い
て

　
大
友
持
直
は
室
町
時
代
前
期
の
武
将
で
あ
る
。
持
直
は
豊
後
大

友
氏
十
二
代
の
家
督
相
続
後
、
大
友
家
の
内
紛
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

ま
た
、
持
直
の
代
は
殆
ど
、
筑
前
の
所
領
を
め
ぐ
っ
て
足
利
幕
府

を
後
ろ
だ
て
と
し
た
中
国
の
大
内
氏
と
の
抗
争
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
現
在
、
亀
川
四
の
湯
に
持
直
の
幕
と
い
わ
れ
る
五
輪
塔
が
あ
る
。

一
　
大
友
氏
の
嫡
子
単
独
相
続
制

　
南
朝
元
弘
三
年
（
北
朝
正
慶
二
年
、
一
三
三
三
）
、
豊
後
大
友

氏
六
代
真
宗
が
家
督
を
五
男
千
代
松
丸
に
譲
っ
て
嫡
子
単
独
相
統

制
を
採
用
し
た
。
千
代
松
丸
は
大
友
氏
七
代
の
家
督
を
継
ぎ
、
大

友
氏
泰
と
名
乗
る
。

　
車
平
三
年
（
良
和
四
年
、
一
三
四
八
）
、
大
友
氏
泰
に
は
子
ど

も
が
な
く
、
弟
氏
時
（
ハ
代
、
真
宗
の
七
男
）
が
家
督
を
継
い
だ
。

　
玉
串
十
九
年
（
貞
治
三
年
、
□
呈
八
四
）
、
大
友
氏
時
の
長
子

矢
　
島
　
嗣
　
久

（伝）大友持直の墓　観音寺
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古
国
府
殿

宗
心
大
聖
院

東
陰
坊

宮
松
丸
改
め
孫
三
郎
氏
継
（
九
代
）
が
元
服
し
、
足
利
一
一
代
将
軍

義
詮
か
ら
豊
後
、
筑
前
両
国
の
守
護
職
及
び
所
領
を
安
堵
さ
れ
る
。

　
文
中
元
年
（
応
安
五
年
、
一
三
七
二
）
、
こ
の
頃
大
友
氏
九
代

氏
継
は
征
西
府
（
懐
良
親
王
、
後
醍
醐
天
皇
の
九
男
）
に
味
方
し

て
南
朝
方
と
な
り
、
弟
親
世
は
九
州
（
鎮
西
）
探
題
今
川
了
俊
に

味
方
し
て
北
朝
方
と
な
る
。
今
川
了
俊
は
名
を
貞
世
と
い
い
、
剃

髪
後
了
俊
と
称
し
た
。
了
俊
は
今
川
国
範
の
二
男
で
、
範
氏
の
弟

に
あ
た
る
。

　
元
中
九
年
（
明
徳
三
年
、
一
三
九
二
）
十
月
に
南
北
朝
が
合
一

し
て
、
本
格
的
な
室
町
時
代
と
な
っ
た
。

　
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
、
十
代
大
友
親
世
が
足
利
幕
府
（
三

代
義
満
）
か
ら
正
式
に
豊
後
守
接
戦
を
安
堵
さ
れ
る
。

　
観
世
は
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
に
兄
氏
継
の
子
親
著

（
十
一
代
）
に
家
督
を
譲
っ
た
。
親
世
は
甥
に
家
督
を
譲
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
同
年
十
一
月
、
四
代
将
軍
足
利
義
持
（
義
満
の
長
子
）
が
大
友

親
著
を
豊
後
、
筑
前
の
守
護
戦
（
大
友
氏
十
一
代
）
に
任
ず
る
。

　
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
二
月
十
五
日
、
大
友
氏
十
代
親

世
が
豊
後
府
内
（
現
大
分
市
）
で
死
去
し
た
。
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親
世
の
墓
は
大
分
市
元
町
、
国
道
十
号
線
と
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
と

の
中
間
地
点
、
マ
コ
モ
（
蒋
）
池
跡
に
建
っ
て
い
る
。

　
二
　
両
統
交
立
と
三
角
畠
の
乱

　
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
七
月
、
大
友
氏
十
一
代
親
著
が
所

領
所
職
を
従
兄
弟
の
持
直
（
十
二
代
）
に
譲
っ
た
。
当
時
持
直
の

年
令
は
十
五
、
六
歳
で
あ
る
。

　
大
友
持
直
は
、
親
著
の
父
九
代
氏
継
の
弟
十
代
親
世
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
八
郎
と
い
っ
た
。
従
っ
て
、
九
代
氏
継
と

十
二
代
持
直
と
は
伯
父
甥
の
間
柄
に
あ
た
る
。

　
持
直
は
、
母
が
戸
次
氏
七
代
直
光
（
頼
時
の
子
、
直
世
の
父
）

の
娘
で
最
初
は
戸
次
一
族
の
松
岡
姓
を
名
乗
っ
た
が
、
家
督
を
譲

り
受
け
て
か
ら
大
友
姓
に
改
め
た
。
ま
た
「
持
直
」
の
名
は
将
軍

足
利
義
持
か
ら
二
子
「
持
」
の
宇
を
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
頃
か
ら
十
五
代
親
繁
ま
で
、
氏
継
、
親
世
兄
弟
の
両
統
が

交
互
に
大
友
家
の
家
督
に
な
る
。
こ
れ
を
大
友
氏
に
お
け
る
「
両

統
交
立
の
時
代
」
と
い
う
。

　
十
二
代
大
友
持
直
の
後
継
者
に
は
従
兄
弟
の
親
著
（
十
一
代
）

の
四
男
親
繁
が
決
ま
り
、
親
著
の
長
男
三
十
二
、
三
歳
の
孝
親
と

二
男
親
綱
は
家
督
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
孝
親
と

し
て
は
十
二
代
持
直
（
十
五
、
六
歳
）
は
自
分
よ
り
も
若
く
、
ま

し
て
十
三
代
に
指
名
さ
れ
た
弟
親
繁
も
年
下
で
あ
る
。
親
繁
は
実

際
に
は
、
お
よ
そ
二
十
年
後
の
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
に
、
大

友
氏
十
五
代
の
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
不
満
を
も
っ
た
孝
親
は
、
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
九
月

十
三
日
、
荏
隈
郷
（
大
分
市
）
古
国
府
三
角
畠
で
乱
を
起
し
、
持

直
に
攻
め
ら
れ
て
討
死
に
し
た
。
一
説
に
は
三
角
畠
の
乱
は
大
分

郡
挟
間
町
古
野
郷
（
現
挟
間
町
古
野
北
方
）
と
も
い
う
。

　
孝
親
が
父
親
著
を
殺
害
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
親
著
は
け
が

を
し
た
く
ら
い
で
生
き
延
び
て
い
る
こ
と
が
古
文
書
に
よ
っ
て
判

明
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
件
の
背
後
に
は
、
豊
前
・
筑
前
守
復
職
に
任
じ
ら
れ
た

中
国
周
防
・
長
門
国
の
守
護
、
大
内
盛
見
（
法
名
徳
雄
、
弘
世
の

三
男
、
義
弘
の
弟
）
の
策
謀
が
作
用
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
、
こ
の
年
大
友
刑
部
少
輔
持
直
が
初

め
て
修
好
使
節
を
朝
鮮
に
派
遣
す
る
。

　
「
豊
後
国
志
」
に
よ
れ
ば
、
永
享
元
年
に
大
友
持
直
が
別
府
亀
川

平
田
に
円
通
山
観
音
寺
を
再
興
す
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
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「
御
越
村
内
社
寺
調
査
帳
」
に
は
、
こ
の
観
音
寺
は
室
町
時
代
の

永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
の
中
興
（
再
興
）
に
し
て
、
持
直
は
、

「
観
音
寺
殿
前
中
書
侍
郎
通
玄
理
光
大
禅
門
」
と
法
号
す
る
と
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
年
は
持
直
が
京
極
氏
及
び
大
内
氏
の
大
軍
に

攻
め
ら
れ
、
豊
後
海
部
郡
姫
岳
（
臼
杵
市
）
が
落
城
し
た
年
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
三
　
大
内
氏
と
大
友
、
少
弐
氏
と
の
戦
い

　
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
六
月
、
豊
前
・
筑
後
固
守
復
職
に
補

任
さ
れ
た
大
内
氏
五
代
盛
見
が
、
前
年
以
来
大
友
氏
の
筑
前
国
の

所
領
を
奪
お
う
と
し
て
争
い
、
筑
前
糸
郡
萩
原
（
現
福
岡
県
糸
島

郡
二
丈
町
深
江
付
近
）
で
大
友
持
直
・
少
弐
氏
十
代
満
貞
（
九
代

貞
頼
の
子
）
・
菊
池
十
八
代
兼
朝
（
十
七
代
武
朝
の
子
）
ら
と
戦
っ

て
敗
死
し
た
。
盛
見
は
享
年
五
十
五
歳
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
豊

前
は
大
友
持
直
の
所
領
と
な
っ
た
。

　
翌
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
一
月
、
豊
前
国
規
矩
郡
（
現
福
岡

県
北
九
州
市
）
に
お
い
て
再
び
大
友
氏
と
大
内
持
世
・
菊
池
兼
朝

ら
と
の
戦
い
が
始
ま
る
。

　
同
年
十
月
頃
、
足
利
幕
府
（
六
代
義
教
）
が
大
友
持
直
の
守
護

職
を
没
収
し
て
、
肥
後
の
菊
池
氏
の
も
と
に
の
が
れ
て
い
た
親
綱

（
十
三
代
）
を
豊
後
守
復
職
に
任
じ
た
。
親
綱
は
大
友
氏
十
一
代

親
著
の
二
男
で
、
三
角
畠
で
敗
死
し
た
孝
親
の
弟
に
あ
た
る
。

　
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
三
月
、
幕
府
が
大
内
氏
六
代
持
世
の

要
請
に
よ
り
、
少
弐
満
貞
、
大
友
持
直
両
名
の
懲
罰
の
た
め
旗
を

与
え
る
。
持
世
は
大
内
義
弘
の
長
子
で
、
持
盛
の
兄
に
あ
た
り
、

大
友
持
直
や
少
弐
満
貞
か
ら
筑
前
萩
原
で
討
ち
取
ら
れ
た
盛
見
の

甥
に
あ
た
る
。

　
同
年
四
月
、
大
内
持
世
が
安
芸
・
石
見
の
山
名
時
煕
の
軍
勢
と

共
に
、
大
友
持
直
に
加
担
し
た
弟
大
内
持
盛
を
豊
前
小
倉
（
現
福

岡
県
北
九
州
市
）
に
追
い
つ
め
清
水
山
に
破
っ
て
敗
死
さ
せ
た
。

持
盛
は
享
年
三
十
七
歳
で
あ
る
。

　
同
年
八
月
、
大
内
持
世
が
筑
前
二
嶽
城
（
秋
月
城
、
福
岡
県
甘

木
市
）
を
攻
め
、
少
弐
満
貞
を
自
殺
さ
せ
た
。
満
貞
は
享
年
四
十

歳
で
あ
る
。

　
同
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
足
利
幕
府
が
大
内
持
世
に
命

令
し
、
周
防
山
口
か
ら
大
内
氏
の
大
軍
が
豊
後
に
侵
攻
し
て
大
友

持
直
を
攻
め
、
別
府
乙
原
の
吉
祥
寺
（
現
ラ
ク
テ
ン
チ
内
）
を
焼
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き
払
っ
た
。

　
乙
原
の
吉
祥
寺
跡
に
は
こ
の
戦
い
で
戦
死
し
た
寺
侍
の
墓
を
寄

せ
集
め
た
「
二
十
八
入
塚
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
持
直
は
大
内
軍
の
大
軍
を
防
ぎ
き
れ
ず
に
、
府
中
（
大
分
市
）

か
ら
船
に
乗
り
逃
亡
し
た
。

　
同
年
十
二
月
、
大
友
持
直
と
従
兄
弟
の
親
著
（
大
友
氏
十
一
代
）

が
豊
後
に
帰
国
す
る
。
そ
の
結
果
、
大
内
持
世
に
加
担
し
た
大
友

親
署
の
子
親
綱
が
豊
前
に
逃
れ
た
。

　
同
年
に
持
直
は
親
綱
（
十
三
代
）
に
家
督
を
譲
っ
て
い
る
。
従
っ

て
、
持
直
は
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
七
月
か
ら
永
享
五
年

（
一
四
三
三
）
ま
で
、
十
一
年
間
大
友
氏
の
家
督
に
つ
い
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　
翌
年
の
永
享
六
年
一
月
、
九
州
探
題
渋
川
満
直
（
満
行
の
子
）

が
肥
前
国
神
埼
（
現
佐
賀
県
神
埼
郡
神
埼
町
）
で
少
弐
満
貞
の
弟

横
岳
傾
国
と
戦
っ
て
敗
死
し
た
。
満
直
は
享
年
四
十
五
歳
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
同
年
十
一
月
、
足
利
幕
府
（
義
戦
）
は
満
直
の
子
万

寿
丸
（
戦
直
）
を
九
州
探
題
と
す
る
。

四
　
豊
後
姫
岳
の
戦
い

吉祥寺跡二十八人塚

　
永
享
七
年

（
一
四
三
五
）

五
月
、
大
内
持

世
は
安
芸
・
石

見
・
伊
像
三
国

の
連
合
軍
と
共

に
、
再
び
豊
後

に
侵
攻
し
て
大

友
持
直
を
破
り

肥
後
に
遁
走
さ

せ
た
。
同
年
六

月
、
持
直
は
豊

後
海
部
郡
姫
岳

（
現
大
分
県
臼

杵
市
）
に
罷
り
応
戦
す
る
。
姫
岳
は
標
高
六
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、

臼
杵
市
の
南
部
、
津
久
見
市
の
西
方
で
、
両
市
の
境
界
地
点
に
あ

た
る
。

　
同
年
六
月
、
幕
府
は
中
国
の
大
内
侍
世
と
四
国
伊
像
国
守
護
職

河
野
通
久
（
河
野
通
義
の
子
、
通
直
の
父
）
の
連
合
軍
を
動
員
し
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て
豊
後
姫
岳
を
攻
め
さ
せ
る
。
こ
の
戦
い
で
幕
府
軍
、
伊
像
国
の

河
野
通
久
ら
が
戦
死
し
、
大
内
侍
世
は
破
れ
て
退
い
た
。
通
久
は

享
年
四
十
二
歳
で
あ
る
。

　
同
年
八
月
、
大
内
侍
世
が
大
友
持
直
、
少
岳
茄
頼
（
満
貞
の
子
、

教
頼
の
父
）
と
戦
い
こ
れ
を
破
る
。
嘉
頼
は
当
年
十
五
歳
で
あ
っ

た
。
　
同
年
十
月
頃
、
六
代
将
軍
足
利
義
教
が
、
姫
岳
で
戦
死
し
た
河

野
通
久
の
子
教
通
（
通
直
）
に
豊
後
臼
杵
庄
を
与
え
た
。

　
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
二
月
、
幕
府
が
出
雲
の
京
極
持
高

（
高
光
の
子
、
持
清
の
兄
）
ら
に
命
じ
て
大
内
持
世
を
援
助
し
、

大
友
侍
直
、
少
弐
嘉
頼
を
討
伐
さ
せ
る
。

　
同
年
、
六
月
一
日
、
大
内
侍
世
が
少
弐
嘉
頼
と
戦
い
敗
れ
る
。

し
か
し
、
六
月
十
一
日
に
は
大
内
持
世
が
大
友
侍
直
の
豊
後
国
姫

岳
を
内
応
さ
せ
陥
落
さ
せ
た
。
敗
れ
た
持
直
は
再
び
行
方
不
明
と

な
っ
た
。
「
編
年
大
友
史
料
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
姫
岳
合
戦
に
速

見
郡
別
府
か
ら
石
垣
三
郎
五
郎
・
立
石
主
計
丞
・
竃
門
松
徳
丸
ら

が
出
陣
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
、
こ
の
年
、
大
友
持
直
が
親
著
の
四

男
親
繁
（
親
綱
の
弟
）
の
使
い
に
付
け
て
朝
鮮
に
使
い
を
派
遺
す

る
。
　
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
、
こ
の
頃
、
大
友
氏
十
三
代
親
綱

（
親
著
の
二
男
）
が
持
直
の
弟
親
隆
（
十
四
代
、
十
代
親
世
の
子
）

に
所
職
・
所
領
を
譲
る
。
ま
た
、
親
著
・
持
直
・
親
繁
ら
の
残
党

が
な
お
各
所
に
活
躍
し
た
。

　
翌
永
享
十
二
年
、
大
友
親
綱
や
親
繁
の
父
に
あ
た
る
十
一
代
大

友
親
著
は
、
こ
の
頃
ま
で
生
き
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
古
文
書
か

ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
親
著
の
墓
は
大
分
市
大
字
丹
生
川
字
上
久

所
の
県
道
（
坂
ノ
市
中
戸
次
線
）
北
側
の
田
圃
の
中
に
建
っ
て
い

る
。
　
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
六
月
二
十
四
日
、
赤
松
満
祐
・
教
康

父
子
が
京
都
赤
松
邸
に
お
い
て
将
軍
六
代
足
利
義
教
を
殺
害
し
、

播
磨
に
逃
れ
た
。
義
教
は
享
年
四
十
八
歳
で
あ
る
。

　
同
年
七
月
二
十
八
日
、
将
軍
義
戦
暗
殺
事
件
の
際
、
重
傷
を
負
っ

た
大
内
持
世
が
没
す
る
。
一
説
に
は
事
件
当
日
の
六
月
二
十
四
日

と
も
い
う
。
持
世
は
享
年
四
十
九
歳
で
あ
る
。

　
同
年
九
月
十
日
、
赤
松
満
祐
が
播
磨
国
木
（
城
）
山
城
（
現
兵

庫
県
龍
野
市
新
宮
町
）
で
、
山
名
持
豊
（
宗
全
、
戦
豊
の
父
）
ら

に
攻
め
ら
れ
て
自
殺
し
た
。
満
祐
は
享
年
六
十
一
歳
で
あ
る
。
こ
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れ
を
「
嘉
吉
の
乱
」
と
い
う
。
反
幕
府
側
で
あ
る
大
友
持
直
は
こ

の
戦
い
で
赤
松
満
祐
方
に
味
方
し
た
。

　
同
年
十
月
、
幕
府
が
豊
後
志
賀
城
（
大
野
郡
朝
地
町
志
賀
）
の

志
賀
武
蔵
守
親
賀
（
山
城
守
親
方
の
子
、
親
泰
の
父
）
に
大
友
親

隆
、
親
綱
と
協
力
し
て
、
持
直
以
下
の
残
党
を
討
た
せ
る
。

　
持
直
は
、
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
の
暮
れ
ご
ろ
に
は
戦
い
に

敗
れ
て
、
再
び
行
方
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
。

　
五
　
嫡
子
単
独
相
続
と
持
直
の
墓

　
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
七
月
、
幕
府
が
大
友
十
三
代
親
綱
の

弟
親
繁
（
十
五
代
、
親
著
の
四
男
）
を
豊
後
守
復
職
に
任
じ
た
。

こ
れ
は
十
四
代
親
隆
が
そ
の
長
女
を
親
繁
の
妻
と
す
る
条
件
で
家

督
を
譲
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
親
隆
が
親
繁
を
養
子
に
し

た
と
も
い
う
。
親
綱
は
、
親
隆
の
従
兄
弟
十
一
代
親
著
の
四
男
に

あ
た
り
、
親
綱
の
弟
で
あ
る
。
従
っ
て
親
繁
は
持
直
側
（
反
幕
府

方
）
か
ら
親
綱
・
親
隆
側
（
幕
府
方
）
と
な
っ
た
。

　
大
友
氏
は
九
代
氏
継
か
ら
氏
継
・
親
世
（
十
代
）
両
統
交
立
の

時
代
が
続
い
て
い
た
が
、
十
五
代
親
繁
か
ら
嫡
子
単
独
相
統
制
に

戻
る
こ
と
に
な
る
。

　
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
　
一
月
四
日
、
大
友
氏
十
二
代
中
務
大

輔
持
直
が
死
去
し
た
。
お
そ
ら
く
、
持
直
は
豊
後
を
離
れ
た
地
で

亡
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
享
年
三
十
七
、
八
歳
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
朝
鮮
の
記
録
「
東
海
諸
国
記
」
で
は
、
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）
に
持
直
が
朝
鮮
へ
使
節
を
送
っ
た
と
あ
り
、
死
ん

だ
の
は
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
十
月
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

記
録
を
信
じ
れ
ば
、
持
直
は
五
十
二
、
三
歳
ま
で
生
存
し
た
こ
と

に
な
る
。

　
別
府
市
大
字
亀
川
四
の
湯
町
二
区
、
平
田
橋
の
西
側
に
あ
る
円
　
　
　
一

通
山
観
音
寺
の
本
堂
の
裏
山
墓
地
に
は
、
大
友
持
直
の
墓
と
い
わ
　
　
6
1

れ
る
五
輪
塔
が
あ
る
。
こ
の
五
輪
塔
は
総
高
一
・
一
五
メ
ー
ト
ル
　
　
　

ー

で
銘
文
は
み
ら
れ
な
い
が
、
室
町
期
五
輪
の
代
表
作
で
あ
る
。

　
な
お
、
持
直
の
墓
の
そ
ば
に
は
大
小
五
十
数
基
の
五
輪
塔
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
郷
社
八
幡
竜
門
神
社
伝
記
」
（
明
治
四
十
年
三
月
）
に
よ
れ

ば
、
天
長
三
年
（
八
二
六
）
竜
門
八
幡
宮
に
神
宮
寺
が
置
か
れ
、

長
福
寺
・
光
明
寺
・
自
応
寺
・
他
応
寺
・
観
音
寺
・
養
徳
寺
の
六

坊
が
で
き
た
と
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
観
音
寺
こ
そ
、
伝
天
長
三

年
の
神
宮
寺
の
一
院
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と



「
別
府
市
誌
」
（
昭
和
六
十
年
、
Ｔ
几
八
五
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
秋
、
大
友
宗
麟
の
嫡
子
、
二
十
二

代
義
統
と
豊
前
中
津
城
主
黒
田
甲
斐
守
長
歌
の
父
黒
田
如
永
享
高

と
が
速
見
郡
別
府
の
石
垣
原
で
戦
っ
た
と
き
、
こ
の
亀
川
平
田
の

観
音
寺
も
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

四の湯観音寺山門

　
そ
の
後
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
は
豊
前
小
倉
城
主
（
福

岡
県
北
九
州
市
）
小
笠
原
氏
が
観
音
寺
の
堂
宇
を
再
興
し
た
が
、

江
戸
末
期
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
に
、
盗
賊
中
太
郎

に
よ
っ
て
再
度
焼
か
れ
た
と
い
う
。

　
観
音
寺
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
住
職
が
入
り
、
同
十
八

年
（
一
八
八
五
）
に
は
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
約
百
年

を
経
て
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
二
月
に
は
現
在
の
本
堂

が
再
建
さ
れ
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
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